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京大広縄
昭和43年，日本学術会議は，放射線の危険から
人類を守る科学を確立するために政府に対して
「放射線影響研究の推進について」を勧告した。
この勧告には「放射線障害基礎研究所」の設立が
含まれていたが，学術会議は，昭和45年その設置
を京都大学に要請した。本学では，これを受けて
原子力研究整備委員会などが中心となって検討
し，評議会の議を経て翌昭和46年から概算要求を
した。その後，本学では，この研究所が意図する
研究の社会的ならびに学問上の緊急性にかんが
み，研究施設の早期実現のため，この研究所構想
の中核となるべき部分をまず研究センターとして
発足させることとし，昭和49年から概算要求し
て，昭和51年5月10日に設置が実現した。
本年度は， 「放射線システム生物学部門」 1部
門のみで，医学部構内に仮住居をしているが，完
成時にはさらに「突然変異機構研究J，「晩発効果
研究」の2部門のほか， 2客員部門を備え，敷地
と建物も独立したものになる予定である。また，
センターの管理運営については，本学附置の全国
共同利用研究所にならって諸規程（昭和51年連示
第17・18・19および第20号）が作られ，大学自治
の立場をつらぬきながら，広く学外の関係分野の
研究者の意見を積極的にとり入れていくような仕
組みがとられている。
本センターの当面の研究課題’としては， DNA
の損傷と修復，突然変異の生成機構，あるいは晩
発効果，特に発がんの機構ぞエイソングとの関係
があり，さらに関連のあるものとしては環境変異
原の検出とその影響などがある。これらはいずれ
も緊急の課題であり，本研究センターでの共同研
究に対する期待は極めて大きい。
最初に設置された「放射線システム生物学部
門」は，放射線生物学者の総力を結集して立案さ
れたもので，この研究センターの中核となること
が期待されている。放射線の生命に対する影響の
研究は，物理的作用原である放射線そのものにつ
いての理解をはじめ，生物学，遺伝学，生化学，
生物物理学，医学，薬学，良学など広い分野にわ
たる境界領域を基盤としており，各分野の研究者
の学際的交流・協力なしには進めることができな
いものである。このような研究体制のもとに，分
子レベJレから高等生物までを一貫して系統的に研
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究する学問体系を実現するための媒体となるのが
「放射線システム生物学部門」である。その具体
的活動としては，共同研究の企画，プロジェクト
立案のための基礎調査，研究交流を促進する行事
（シンポジウム，ワークショップ，研修など）の
企画・実施，およびその目的のための特殊な研究
用生物材料の収集・保存・配布などがある。
（放射線生物研究センター）
白馬山の家の夏季開設について
本学の学生および教職員の厚生施設として，例
年夏季および冬季に開設されている白馬山の家
を，今夏も下記により開設しますので，利用を希
望される方は，直接体育会事務室まで申し込んで
くださし、。
この山の家は，中部山岳国立公園白馬山麓の栂
池高原にあり，雄大な北アJレプスの蜂々に固ま
れ，登山および避暑などに最適です。
なお，建物は，山小屋風の木造地上2階地下1
階建で， 1階が食堂兼談話室， 2階が寝室（ベッ
ドで42名収容），地階が浴室・乾燥室等からなっ
ています。
?
はく H
1. 名称京都大学白馬山の家
あずるおたり ち〈に
2. 所在地 長野県北安曇郡小谷村大字千国字柳
久保乙869の2
（交通機関）
国鉄大糸線「白馬大池駅」下車，松本電鉄ノf
おぞ 同ら
ス「親の原」下車，徒歩約20分
3. 開設期間 7月20日（火）から8月20日（金）
まで
4. 所要経費 1人1泊使用料80円，ほかに食
費等実費程度
5. 申込み 利用に関する詳細は，体育会事務
室（西部構内体育館内 ・電話学内
2574）に照会してください。
（学生部）
京都大学体育館附属プール
の夏季利用について
本学教職員および学生は体育館附属プーJレを下
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記により利用できますのでお知らせします。
なお， 詳細については，学生部厚生課厚生掛
（西部構内体育館内・電話学内2590）に照会して
くださし、。
記
使用できる期間 7月19日（月）から
8月31日（火）まで
ただし，土曜日および日曜日は使用できませ
ん。
使用できる時間 正午から午後2時まで
（備 考）
1 都合により使用を休止する日もありま
す。
2 利用に際しては，必ず職員証または学生
証を携行してください。
（学生部）
-4- 575 
